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ボランティア .NPO前動セ ンターには、前零iの学生と地域をつなぐ取り組みの他にもさまざまな

地域団体や行政などから事業への協力依頼があります。センタ ー内でどのように関わっていくのか

を検討し、多くの場合、学生スタ ッフやコーデイネーターが協働でそれらの依頼に対応しています。

企画名 タイトル 伏見区青少年の福祉体験事業「ユースアクション2010Jへの協力

制作者名 竹山 純子 (深草キャンパス コーデイネーター)

2010il:: 5 ) J 1111 (火)-10fJ26日 (火) 全体ミーテイング計則 | 
※いずれも19時00分-21時00分に実施

11 lI~r 
~Jî.前研修: 7 fJ 24日 (土)141時00分-17時00分
サボーターの施設訪問 :7月271=1(火)-8月14日 (土)まで

1Ji.後研修 :8月19口 (木)14時00分-17時00分
大その他、 学校訪問jや|臨時研修会、個別ミーティングなどあり

←一
i閥均場所 京都市青少年活動セ ンター

参加l人数
学校19校 (中学生25名、高校生76名 合計101名)

ユースサボーター 7名 (大学生5名、社会人2名)

災施主体 社会tftHiIオ'1;人 京都市伏見区長1:会相祉協議会/伏見区ボランティアセンター

|品 力 京都市伏~-~W少年活動センター/飽谷大学ボランティア ・ NPO活動センター

-経緋 ・目的

伏見区内の中学生 ・高校生を対象に、u休み

J別問を利川した社会綿布1:施設 ・トH体・ グループ

等でのボランティア体験や相ヰjl:体験活動を通し

て栴布1:やボランテイア活動への|則心と趨!仰を深

めるとともに、地域社会を梢成する一口として

社会参加の促進を図ることを 日的に伏見区社会

招祉協議会 (以下、区社協)がユースアクショ

ン事業を実施しています。

今年度よりの新しい試みとして大学生がサ

ボーターとして令画 ・述常から参阻iして災施す

ることになり、 l丘社協から協力を~:Mfされまし

たc r地域や他大学の学生と|則わることによ っ

て学生の成長を促進することができるJrセン

ターとして地域との交流の純聞を広げることが

できるj等の制点から、本fji.業に協)Jする こと

になりました。

-概要

4 月に、伏比|天中1:会稲祉協議会、伏~~W少年

活動センターの:tl[当者と協議を行い、以下のこ

とを↑品力しなカfら進めることを硝:認しました。

①'1=1山生のボランテイア体験をより深いものに

するために、'1"1日生のサポーターとして当セ

ンターの学生スタッフおよび一般守:中の参加

②大学生サボーターのスーパーパイザーとし

て、当センタ ーコーデイネーターがサボー

ターのミーティングや事前 ・事後研修に参加l

③伏見区内の大学の学生サボーターを集めるた

めの広報協力

ユースサボーターとして、7名の青少年が集

まり、その中で、龍大からは 3名 (学生スタ ッ

フ2名、ボランティアサークル 1名)が参加し

ました。

コーディネーターは、ユースサボーターのサ

ボー タ ーとして参加し、 ミーテイングでの助~~f

や運'討サポート を行いました。

ユースサポーターは、 5月から月 2回の全体

ミーティングと 、必裂に応じて個々に集まりな

がら、 '11高生への広報チラシの作成、事iiir. 4J i. 

後研修の企画 ・運営、体験先訪fLl1、報告..1::1'1ド)1，誌

を行いました。



共催 ・協力事業

-参加l-?i'のJU.得られた効果など

ユースサポーターの提案を取り入れて、必集

~.IJiなどを比l立 し 、 若者の感性を生かしたもの

にリニューアルしたことが功を奏したようで、

他|メに比べて圧倒的に多い参加者を集めること

が/H米ました。 また、事前 ・ 事後研修も )~~?í'な

らではのア イデイアを盛り込んだものであった

ため、ほとんどの参加者から好評を料ることが

/L\米ました。 参加者からは ~ïG'b.:だ.ったけれど、

ユースサポーターが優しかったjというような

声もありました。

.コーデイネータ一所感

他大学の学生や社会人と一緒にチームを組ん

で、 rlJ高生を相手に、プログラムを作っていく

ことは、参加した学生にと って、とても良い刺

激になったように感じています。

特に、それぞれの立場でボランテイア活動に

|剥わっている人が、初心者の"，日生にボラン

ティアをどう伝えるか?と??ったこともテーマ

になっていたので、円分自身のボランテイア観

を問い直す機会にもな っていたよう に感じま

す。

このユースアクシ ョンへの協力を機に、伏見

区社協や背少年活動センターとつながれたこと

も大きな収穫でした。

企画名 タイトルスタディツアー合同説明会

報告者名 竹村. j¥:; Ilt (i束中:キャンパス コーディネーター) 分 l 
ト一一

日 時
夏季ツアー説明会 :2010年6月121:1 (土)13時30分-17時00
冬季 ・#季ツアー説明会:2010年11月13日 (土)13時30分-17時00分 |

場 所 大阪栴Hlキャンパス 研修室

災施主体(共催)
特定非営利活動法人 |則阿NGO協議会/株式会社 マイチケット

ボラ ンテ ィア .NPO活動センター
一

参加人数 夏季約60人 / 冬季 ・ボ季約40人
ー

-約締 ・目的

多くの人が波航経験を持つ今 円、旅に も特色

が求められる ようになり、観光目的ではなく学

び"，心のスタデイツアーは年々関心がI13まって

きています。センターにも年度初めから 「どん

なスタデイツアーがあるのか知りたいJI i俗外

でのボランティアに関心があるjというマソ1-:が

多く米室します。

そこで、センタ ーの提携団体であるけれの

|則阿NGO協議会と、海外体験学:刊プログラム

(P.43参!!日)の学内企画でも各種手配に舵わっ

ている(附マイチケッ トとの~~1mで、スタディツ

アーを企IlhjしているNGO団体を集めて合l.iJ説

明会を開催することになりました。

.概要

[第1fflS] 14: 00 -15 : 00 

スタデイツアーの選び)j、楽しみ)'jのポイン

ト、現地で気をつけるべきことなどを、参加者

がNGOスタッフと一緒に考えるトーク形式の

講演会を実施しました

[第2部]15: 00 -17 : 00 

スタディツアーを企阿するNGOI司体が集ま

り、 ブース を設'!i'11:しました。説明会参加者は、

それぞれ関心のある凶体のブースを訪問し、団

体の取り高Ilみやツアー1)'1作などを例目IJに質問し

ます。ブース出展団体は次のとおりです。史に、

出展団体以外のチラシやFJ1体パンフ レット等も

設置し、参加者が手に取って比較 ・検討できる
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ょうにしました。

ブース出展団体 資料参加l

インドマイトリの会、 トILink.~と水をつ
ランセン ド研究会、地球!なぐ会、緑の地球
のふ;と広む会、とも、プ|ネットワー ク、ス

6 1ラピーダの会、 マイチ |トリ ートチルドレ
)1 1ケット 他 |ンを考える会、ジュ

計22団イ本|レーラ ダック、ア
ジア批点ネット
ワーク等

PHD協会、 Link.森と水|ス トリート チルド
をつなぐ会、緑の地球|レンを;)5・える会、
ネッ トワーク、ICYEI本場のパンソリを
JAPAN、地球の友と歩IJ偲く 会、プラピー
む会、アクセス、インド|ダの会、 トランセ

lJlマイトリの会、ソムニー|ン ド研究会、アジ
J J 1ド、とも、ニランジャナ|ア協会アジア友の

セワサンガ、 LOOB、セー|会、 CIEE 靖;
プ・ザ・チル ドレン・ジャ
パン、関西NGO協議会、
マイチケット 他

長f"l8団体

また、終了30分前に、 (槻マイチケッ ト提供に

よるパリ 島往復航空券やNGO団体などか ら提

供されたj古川の1111選会を実施しました。

-参加者の戸 ・得られた効栄など

・いろいろなツアーがあるのだなと勉強になり

ました。

・実際の活動の様子な ど直接話がIJHけ、ツアー

が以前より近いものになった。

・今まで漠然、としていたス タデイツア ーのイ

メージが具体化されてよかったです。

. ~ぷ外にNGO団体で若い方がいることに驚い

た。次のステップになりそうな聞をたくさん

附けてよかった。

.コーデイネータ一所感

参加者は、説明会終了後も出展団体に質IIIJを

する等、熱心に相談していました。

第1部の講演会は、参加者のツアーの選び方

の参考になっただけでな く、他同体にと っても

企阿をつくる上での参考になる話になったよう

です。

内容としては、本学学生のみに|恨らず、他大

学の学生にも広く H手びかけ、 |溺{引で、行っていく

のが望ましい企画と考えられるので、今後、大

学コンソーシアム京都とのコーデイネー ト等考

えていきたいと思います。

企画名 タイ トJレ
音楽ドキュメンタ リー映画「カンタ !ティモールj試写会

&工ゴ・レモスライブコンサー卜

報告者名 竹村 光世(i来41キヘ'ンパス コーデイネーター)

Il 11寺 2010年10月28r1(木)17時00分-20時00分

月? 龍谷大学アパンティ抑制iホール

参加人数 約100人

x施主体(共催) 特定非営利市!助法人JIPPO/ボランティア .NPO活動センター

t奇』 力 特定非常利活動法人パルシック



.経~f: ・ 1:::1 的

センターの提携団体であり、野宿者支援活動

(P.36参照)で協働している (特活)JIPPOでは、

活動の柱のーっとして途上国における「貧凪Illj

題」に|到する卒業を行っており、世界の平手11と

貧困について考える機会として ri平和」と「貧

困」を考える集いjを開催しています。その一

環として、コーヒーのフェア トレー ド販売を迎

じて支援している「東テイモール」を紹介する

l映画試写会とコンサート を開催する ことになっ

たのだが、多くの学生に東ティモールや円本と

の関係についてぜひ知って欲しいということ

で、 JIPPOからセンターに協力依頼がありまし

た。

当センターにも「世界でどのような問題が起

こっているのか、自分に何かできるのか知りた

いJi海外でのボランティアに|期心がある」 と

国際的な課題に関心を持つ学生の来室が多いこ

とから事業に協力すること になりました。

-概 要

[第l部]17:00 -19:00 

束ティモールの自然や習俗、戦争の傷跡;や

人々の生き方について紹介した音楽ドキュメン

タリー映画 「カンタ!ティモールjの試写会

[第2音IS]19:15 -20:00 

映画の挿入歌を提供し、キーパーソンとして

出演する束ティ モールを代表する歌手エゴ ・

レモス氏と小向定氏のコンサー ト

共催・協力事業

.参加者の声 ・得られた効果など

・京テイモールのこと、またその背しみには日

本も関わっているという現実を知ることがで

きた。

・束ティモールの人が、激しい軍事攻盤をした

インドネシア軍に対し、独立した今、憎しみ

はないと言っていたのが印象的だった。

・束ティモールの音楽は、皆で一緒に輸になっ

て踊って歌うものなんだと感じた。

・コンサートで一緒に歌う、手拍子をとるなど

共に楽 しむことができた。

といった感想がアンケートに有:せられまし

た。

.コーディネータ一所感

短い周知期間でしたが、 プレスリリースも

行って、学生のみならず、一般の方の参加も待

られました。当日は監督の!ム・出奈津子さんも駆

けつけてくださり、来場者に、映画では束テ イ

モールの家族や地域の人々の強い京l'や愛情を描

いたとメッセージいただきました。軍事攻撃に

i則する重たい表現やシーンもあったものの、泣

い凶のことではなく、円本との関係、自分との

|剥わりに気付くきっかけになったと思います。

エゴ ・レモス氏より、舞台装置 ・音響、学生ス

タッフも関わった当日運営についてもお褒めい

ただき、学生にはこのき っかけの坊を次の行動

につなげてほしいと思います。

41 



2010年度活動概要

42 

0その他の地域イベントなどへの出展・協力

センターでは、これまで報告してきた事業以外に、特に協力等が必要と思われる以下のイベント

へ出展、協力与を行いました。

-深草キャンパス

ト| 私! イベン卜名等 r'ヨ 符

2010年10J-Jl7ト1(日)
「払i布tボランテイア ・干上 学生スタッフがポスターなどで、センターの

協フェスタJへの出展 活動を紹介しました。

伏比l丘ボランティアセンタ ー主催の講座で、'Jミ

2011年2)-J 2411 (木)
「災守支援ボランティア |祭に災特地でボランティアをするための理解を

養成排出Jで寸劇を実施 深めるために、寸劇「よくわかる、災害ボラン

|テイアセンターの役割!Jを発表しました。

信州1:ボランティア ・キ1:協フェスタ 災害支援ボランティア益成講住民

置瀬111キャンパス

1.1 イベント ~I ~I~ 内 容

大iltiIT ii.綱川市小学校 小学校5年生の約30名に、ボランティア活動へ

20101ド11川5EI (金) 「総合的な年:潤」の授業 の参加のきっかけや今年度取り組んだまちづ l

への協)J くりの活動を紹介しました。
一一ーー

「おおつボランティア ・ 「ナカマチ商応街土|峨

20101'f11)J2111 (U) 市民i1i動フェスタ2010J 祭J等の活動内容の展示やセンタ ーの前動を

への出版 紹介しました。

学生スタッフが 「ナカマチ土眼夜市111丸J~I町」

f:5;'tびわiNJ大学地域交流
.bj~*へのボランテイア協力と「大津祭」のボラ

2010年12)J11 11 (七) ンティア協力を、ポスター展示で発表しました。
フェスタ2010Jでの発表

夜市の取り組みは研究交流会で発表し、 「活動奨

励賞Jにも選ばれました。(P.29、P.31参照)

大i-Itrli立瀬川Ih小学校「総合的な乍世J おおっボランティア ・di民活動フェスタ2010


